
平
成
十
九
年
六
月
二
十
二
日
受
領

答

弁

第

三

八

〇

号

内
閣
衆
質
一
六
六
第
三
八
〇
号

平
成
十
九
年
六
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
郡
和
子
君
提
出
い
わ
ゆ
る
混
合
診
療
問
題
及
び
未
承
認
薬
剤
の
授
受
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を

送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
郡
和
子
君
提
出
い
わ
ゆ
る
混
合
診
療
問
題
及
び
未
承
認
薬
剤
の
授
受
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

我
が
国
の
医
療
保
険
制
度
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
、
疾
病
、
負
傷
等
の
発
生
を
保
険
事
故
と
し
て
保
険
給
付
を
行
う
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
発
生
す
る
前
の
単
な
る
予
防
に
つ
い
て
は
、
保
険
給
付
の
対
象
と
な
ら
な
い
。

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

我
が
国
の
医
療
保
険
制
度
に
お
い
て
は
、
一
連
の
診
療
の
過
程
に
お
い
て
、
保
険
診
療
と
保
険
外
診
療
を
併
用
す
る
こ
と

を
原
則
と
し
て
認
め
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
、
保
険
診
療
を
受
け
る
患
者
の
自
己
負
担
が
不
当
に
増
大
す
る
こ
と
を
防
ぐ
と

と
も
に
、
保
険
診
療
の
過
程
に
お
い
て
安
全
性
等
が
担
保
さ
れ
て
い
な
い
医
療
が
併
用
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
趣
旨
で
あ
り
、

保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
医
療
養
担
当
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
十
五
号
。
以
下
「
療
担
規
則
」
と
い
う
。
）
第

五
条
等
に
よ
り
、
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
。
以
下
「
健
保
法
」
と
い
う
。
）
第
七
十
四
条
第
一
項
に
定

め
る
一
部
負
担
金
を
超
え
る
費
用
の
徴
収
を
原
則
と
し
て
禁
ず
る
と
と
も
に
、
療
担
規
則
第
十
八
条
に
よ
り
、
特
殊
な
療
法

又
は
新
し
い
療
法
等
（
以
下
「
特
殊
療
法
等
」
と
い
う
。
）
を
禁
止
し
、
さ
ら
に
、
療
担
規
則
第
十
九
条
に
よ
り
、
使
用
薬

剤
の
薬
価
（
薬
価
基
準
）
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
九
十
五
号
）
別
表
に
収
載
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
（
以
下
「
収

一



載
医
薬
品
」
と
い
う
。
）
以
外
の
薬
物
の
使
用
等
を
原
則
と
し
て
禁
止
し
て
い
る
。

御
指
摘
の
投
与
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
患
者
負
担
に
よ
り
行
わ
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
療
担
規
則
第
五
条
等
に

違
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
虚
血
性
心
疾
患
、
虚
血
性
脳
血
管
障
害
等
に
お
け
る
血
栓
及
び
塞
栓
形
成
の
抑
制
は
、
ア
ス
ピ

リ
ン
の
本
来
的
な
薬
理
作
用
で
あ
る
こ
と
、
御
指
摘
の
投
与
と
同
様
の
ア
ス
ピ
リ
ン
の
効
能
に
関
し
て
薬
事
規
制
上
の
承
認

が
な
さ
れ
て
い
る
国
が
存
在
す
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
る
と
、
療
担
規
則
第
十
八
条
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
特
殊
療
法
等

に
該
当
す
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
ア
ス
ピ
リ
ン
は
既
に
収
載
医
薬
品
で
あ
り
、
そ
の
使
用
に
つ
い
て
、
療
担
規
則
第

十
九
条
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
動
脈
硬
化
性
疾
患
危
険
因
子
を
有
す
る
高
齢
者
に
及
ぼ
す
ア
ス
ピ
リ
ン
の

一
次
予
防
効
果
に
関
す
る
研
究
（
以
下
「
Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
試
験
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
投
与
以
外
の
診
療
に
つ
い

て
の
保
険
請
求
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

厚
生
労
働
大
臣
等
は
、
療
担
規
則
に
違
反
す
る
疑
い
の
あ
る
事
実
を
把
握
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
事
実
の
真
偽
、
違
法
性

等
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
し
た
上
で
、
必
要
に
応
じ
、
関
係
す
る
保
険
医
療
機
関
等
に
対
し
、
健
保
法
第
七
十
三
条
等
の

規
定
に
基
づ
く
指
導
又
は
健
保
法
第
七
十
八
条
等
の
規
定
に
基
づ
く
報
告
等
の
徴
収
（
以
下
「
指
導
等
」
と
い
う
。
）
を
行

二



う
こ
と
と
な
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
外
部
か
ら
の
調
査
請
求
手
続
に
つ
い
て
は
、
特
に
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
療
担
規
則
に
違
反
す
る
疑
い
の
あ
る

事
実
に
関
す
る
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
及
び
都
道
府
県
に
お
い
て
随
時
受
け
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
厚
生
労
働
大
臣
等
が
指
導
等
を
開
始
す
る
際
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
「
保
険
医
療
機
関
等
及
び
保
険
医
等
の
指
導

及
び
監
査
に
つ
い
て
」
（
平
成
七
年
十
二
月
二
十
二
日
付
け
保
発
第
百
十
七
号
厚
生
省
保
険
局
長
通
知
）
の
別
添
�
「
指
導

大
綱
」
及
び
別
添
�
「
監
査
要
綱
」
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

現
在
、
神
奈
川
社
会
保
険
事
務
局
に
お
い
て
、
引
き
続
き
御
指
摘
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
事
実
関
係
等

が
確
定
し
て
い
な
い
段
階
で
、
そ
の
結
果
等
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

四
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
保
険
局
医
療
課
（
以
下
「
医
療
課
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
平
成
十
九
年
五
月
二
十
四
日
午
前
九
時
半

こ
ろ
、
「
民
主
党
郡
和
子
議
員
の
秘
書
代
理
」
と
名
乗
る
者
（
誰
何
し
た
が
答
え
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
氏
名
は
不
詳
）

三



か
ら
、
Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
試
験
が
い
わ
ゆ
る
混
合
診
療
に
該
当
す
る
か
否
か
等
に
つ
い
て
照
会
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

当
該
照
会
に
つ
い
て
は
、
医
療
課
か
ら
厚
生
労
働
省
の
外
部
の
者
に
情
報
を
伝
達
し
た
と
い
う
事
実
は
な
く
、
ま
た
、
当

該
照
会
は
医
療
課
の
所
掌
事
務
で
あ
る
社
会
保
険
診
療
報
酬
に
関
す
る
こ
と
以
外
に
、
他
部
局
の
所
掌
事
務
と
も
密
接
に
か

か
わ
る
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
医
療
課
よ
り
省
内
関
係
部
局
に
対
し
て
、
照
会
内
容
に
係
る
事
実
確
認
等
を
行
っ
た
こ

と
は
あ
る
が
、
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
部
局
か
ら
外
部
の
者
に
情
報
を
伝
達
し
た
と
い
う
事
実
も
な
い
。
た
だ
し
、

そ
の
よ
う
な
事
実
確
認
の
一
つ
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
医
政
局
研
究
開
発
振
興
課
か
ら
、
池
田
教
授
に
臨
床
試
験
の
実
施
方

法
等
に
つ
い
て
確
認
し
た
事
実
は
あ
る
。

五
に
つ
い
て

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
五
十
五
条
第
二
項
は
、
製
造
販
売
の
承
認
を
受
け
た
効
能
以
外
の
効

能
を
標
ぼ
う
し
て
製
造
販
売
を
さ
れ
た
医
薬
品
の
販
売
、
授
与
等
を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
り
、
製
造
販
売
の
承
認
を
受
け
た

効
能
の
み
を
標
ぼ
う
し
て
製
造
販
売
を
さ
れ
た
医
薬
品
を
授
与
さ
れ
た
医
師
が
自
ら
の
責
任
の
下
、
当
該
効
能
以
外
の
効
能

の
有
無
を
調
べ
る
等
の
目
的
で
当
該
医
薬
品
を
使
用
し
て
臨
床
試
験
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
当
該
授
与
は
、
同
法
第
五
十
五

条
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
は
、
当
該
医
薬
品
の
製
造
販
売
業
者
が
、
研
究
計
画
書
、
契
約
等
に
よ
り
当
該
臨
床

四



試
験
へ
の
使
用
を
承
知
し
て
い
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

厚
生
労
働
大
臣
等
は
、
薬
事
法
に
違
反
す
る
疑
い
の
あ
る
事
実
を
把
握
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
事
実
の
真
偽
、
違
法
性
等

に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
し
た
上
で
、
必
要
に
応
じ
、
関
係
す
る
製
造
販
売
業
者
に
対
し
、
同
法
第
六
十
九
条
に
基
づ
く
立

入
検
査
等
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

御
指
摘
の
外
部
か
ら
の
調
査
請
求
手
続
に
つ
い
て
は
、
特
に
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
薬
事
法
に
違
反
す
る
疑
い
の
あ
る
事

実
に
関
す
る
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
及
び
都
道
府
県
に
お
い
て
随
時
受
け
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
厚
生
労
働
大
臣
等
が
立
入
検
査
等
を
開
始
す
る
際
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
「
薬
事
監
視
指
導
要
領
に
つ
い
て
」

（
昭
和
五
十
八
年
五
月
二
十
五
日
付
け
薬
発
第
四
百
六
号
厚
生
省
薬
務
局
長
通
知
）
の
別
添
「
薬
事
監
視
指
導
要
領
」
に
定

め
ら
れ
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
池
田
教
授
が
、
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
公
募
要
項
の
記
載
を
誤
っ
て
解
釈
し
た
こ
と
を
認

識
し
た
時
点
で
、
自
ら
当
該
補
助
金
の
使
用
を
中
止
し
、
未
使
用
分
の
返
還
を
申
し
出
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
る
と
、
引

五



き
続
き
、
池
田
教
授
に
委
員
と
し
て
「
治
験
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
に
参
画
い
た
だ
く
こ
と
は
問
題
な
い
と
考
え
て

い
る
。

六


